



















































1) D. lanicaud， (Victor Cousin et Ravaisson， Lecteurs de Hegel et Schelling >， in Les etudes philosophiques， 1984， p.451. 
2) クーザンとラヴェッソンの著作のいくつかのものについては略号を用いつつ参照を行う。文献と略号については本稿
末尾を参照。
3) F. Capeilleres，引 Genealogied'un neokantisme fran卯is: a propos d'Emile Boutroux >， in Revue de metaphysique et de morale， n03， 





































4) P. Janet， Victor Cousill， Calmann-Levy， 1885， pp.247・248.











































成熟するまえに駄目にしてしまう習慣や実践から僕は脱出する……JいLettresde Ravaisson， Quinet et Schelling沙， in 






























[C 1836， p.383]。それ以上の内容は与えられていない。 これに対して、 1853年版の『真・美・善について』
ははるかに多くの頁を割いて「善」を扱うが、それは「常識Jという知についての記述から始まる。そし







7)この経緯についての手堅い整理として、J.Pommier， (L'evolution de Victor Cousin >， in Revue d加stoirede la philosophie， 
1931， pp.l72・203
8) r真・美・善についてjというのは1853年以降の書名であり、この版のそれではない。正しくは Coursde philosophie 










































9) V. Cousin， Nouveauxfragme1lts philosophiques， Hauman， 1841， pp.74・76，cf. p.281. 












のアリストテレス論 (Dela Metaphysique d'Aristote， 1834年)、そしてそれから生まれた『アリストテレ



















































れに到達するのは、真理の仲介 entremisede la veriteによって、間接的に、なのである。/真理は、理
























































































出してきたもとの実体に復帰するのかを示すことになるでしょう H ・H ・J15)。
14) Janet， op.cit.， pp.127・128.




























16) ジャネのコメント一一「明らかに、ここで教えられているのはシェリングの学説、同一性の理説であるJJanet， ibid.， 
p. 13 1. 
17) 1816・1817年の時点でクーザンがシェリングを語る際に参照していたのはシェリング本人のテクストではなく、
Ancillon， (( Essai sur I'existence et sur les derniers syst色mesqui ont paru en Allemagne ))， in Melallge.¥' de litterature et de 
philosophie，2 vols.， 1809であるという(cf.J.-P. Cotten， <<Victor Cousin et la mauvaise metaphysique de I'Allemagne degeneree)) 
in La receptic)1I de la phj[osophie allemallde el Frallce aux XfK et XK .viecles， Presses Universitaires de Lille， 1994， p.92 )。




いささか誇張してしまっているJ(C 1866，ωme 5， LXV， note.) 0 40年代以降激化したクーザンへの攻撃といった事情を
考慮に入れるべきは、例えばこうした註に関してである。また同じ註において、クーザンが「フランス・スピリチユ
アリスムjの語を書きつけていることもついでに指摘しておこう。
19) Cf. Barthemy Saint-Hilaire， Victor Cousill. sa vie et sa correspolldallce， II，1895， pp.48・54.






































21) R 1868/1984， p.17/69. 


































































客観 objectifの契機(ヘーゲル、 XIV巻)である。しかしそこには、絶対的主観性 subjectiviteabsolue、
生の実体性 substantialitede la vieの契機が欠けているJ27)、だから、結局プラトンも「思弁的弁証法
dialectique speculativeJ をただ垣間見たに留まるのだ……。
参照されているのは、ヘーゲルの『哲学史jであるが、ラヴェッソンが念頭に置いているのはおそ
24) Cf. R1868， p.246 / Fayard， p.301，αcauses d'elles-memes >，p.260 / pp.314・315，( cause de soi沙・
25)以下の叙述は、(1) 1. Dopp， Felix Ravaissoll. ul formati01I de sa pellsee d'apres des documellts iledits， Editions de l'Institut 
superieur de phi1osophie， 1933. (2) Cousin， ( Rapport a I'Academie des sciences mora1es et politiques. Sur le concours ouvert en 
1833 sur la Metaphysique d'Aristote >，in C 1866， tome 1， pp.l14-190.というこつの資料に基づく。




































28) Hegel， Geschichte der Philosophie， SW.18， pp.319・320.
29) R 1834， p.159 / Dopp， op.cit.， p.98. 
30) R 1834， pp.162・163/Dopp， op.cit.， p.99. 
31) R 1834， p.150 / Dopp， op.cit.， p.85. 
































































そが自然の生であり、私たちの意識であり、人類の生であり、歴史の生なのです。 cescateories si abstraites 



























の形式であるどころか、絶えず自らを規定していく ilse determine sans cesse soi・meme。それは、生の
















}O La vraie methode est dans le retour de l'esprit sur soi-meme， ou il se saisit a lafois dans sa puissance et 




20 Le principe supreme de toute realite， dans l'existence comme dans la pensee， est la force 0むl'infiniet le 
fini se differencient et s'identifient s加 scesse dans le mouvement de la vie.一-Le systとmede la pensee et 





30 La loi de la methode philosophique represente la loi de la pensee et de l'existence; c'est le 
developpement et le renveloppement (analyse et synthese)， lareduction des differences a une unite de plus 
en plus haut， ou elles retrouvent leur valeur et leur verite absolue. 38) 


































在のうちへと顕現せしめるJ(R 1834， p.184 I Dopp， op.cit.， p.102) と考えられるに至っている。言い換えれば、プロク
ロスにおいて「絶対者とは、絶対的同一性 identiteabsolueのことである。それもただ主観と客観の同一性、知性と現実
存在の同一性であるだけでなく、互いに対立しては和解しあう有限 finiと無限 infiniとの、絶対的同一性なのだ。しか
も、絶対者は自ら多様のうちにかっー性のうちに生じる。それは生ける同一性 identitevivanteなのであるJ(R 1834， 












































































































































































45) Schelling， Vorrede zu einer phi1osophischen Schrift des Herrn Victor Cousin， inSchriften VOll 1813-1830， 1861/ Wissenschaftliche 
Buchgesellschaft Darmstadt， 1989， pp.483・506.
46) SChelling， op.cit.， p.491. 












































































テレスにおいて認める最も大きな功績は、消極哲学へのものですJ( Lettre de Schelling a Ravaisson， le14 janvier， 1838 >，
in Revue de metaph川iqueet de morale， nO 4， 1936， p.504.しかしラヴエツソンにとっては、アリストテレスは「積極哲学j



































して自己意識が初めて生じる自発的傾向性 (cf.R 1838， pp.36-37) ーーが置かれなければならないが、
52) J.-F. Courtine， <Les relations de Ravaisson et de Schelling >， in μ receptum de la philosυphie alle附 IIdeel Frallce aux XfJt et 
XX siedes， p.121. 
う3)R 1840， p.419. cf. Maine de Biran， Oeuvres， Azouvi XI-3， pp.317-335. 
54) R 1840， p.420. 







































56) R 1840， p.405. 






































































おのれの証拠をそこから引き出してくるのであり、それは最も強力なアナロジー laplus puissante des 
analogiesによってなのである」 ω)。
こうした議論に一定の意義を認めつつも、しかしあえて批判的に応えよう。何と言ってもここには
59) R 1838/1984， p.35. (ページづけは Fayard，1984に従う)









































隙である。なお f習慣論jの苧むこうした暖昧さをそれとして指摘したものとしては Cazeneuve，op.cit.， pp.92 et sqq.を
挙げ得るが、彼の解決は満足できる明断さには達していないと思う。
62) R 1838/1984， p.45. 
63) R 1868/1984， p.135/188. 
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conscience immediate， dans la reflexion sur nous-memes et par nous-memes sur l'absolu auquel nous participons， de 
la cause ou raison demiereであるj
第二に、直接的意識のアナロジーによる全存在の了解。
「……神は魂を理解するのに役立ち、魂は自然を理解するのに役立つ。直接的意識は我々の存在の内的な
構成constitutionintime de no悦 etreを認識させるが、アナロジ-analogieによって我々はその構成を他の場









64) Ibid・，p. 1 36/1 89. 















perfection qui est la vie la plus vivanteJ として神を記述しつつも、しかしそれに対する直接的アクセス
が与えられていないこと、いや、もし与えられているとしてもそれこそは「神秘 m戸時間」と呼ばれ
るような事柄なのだ、と述べていたことを知っている。 1893年の f形而上学と道徳 Metaphysiqueet 




















67) Ibid.， pp.259 et sqq/ pp.314 et sqq. 
68) R 1893， p.18. 
69) Ibid.， p.20. 



















生じたのだとされる観点であり、ある自由な行為が存在するとされる観点なのだ (Lepoint de vue 













71) Schelling， op.cit.， p.502. 




73) Ibid.， p.421. 




































をシェリングが単なる「抗いがたさの感情 Gefuhlder NothigungJ として批判するのであれば、どうし
てラヴ、エツソンの感情的な「抗いがたい明証Jが同じ批判を免れるのであろうか、と。
76) Dopp， op.cit.， p.298. 
7)典型的には、((Les myster邸.Fragment d'une etude sur I'histoire des religions >， in Revue bleue， 1892， in F. Ravaisson， L'Art et 
les mysteres grecs， L'Herne， 1985， pp.165・179;引Fragmentd'une etude sur les Mysteres >，in R 1933， pp.165-186. 
78) R 1893， p.22. 



































79) A. A. Cournot， COllsideratiolls sur la marche des idees et des evellemellts dals les temps modemes， Hachette， 1872， inOeuvres 
















































superieur de l'instruction publiqueに再編されるが、そうした中でラヴエツソンは高等教育視学総監








80) E. Fauquet (sous la direction de)， Victor Cousill. Homo theologico・politicus，Kime， 1997. 































82) E. Boutroux， ( La philosophie de Felix Ravaisson >，in Revue de metaphysique et de morale， 1900， p.704， p.715， p.715. 
8.1) H. Bergsonバ Lavie et I'oeuvre de Ravaisson >， 1904， inOelll're， p.1468. 







86) Ad. Franck， Moralistes et philosuphes， 2c ed.， 1874， p.427， cite par Billa叫 υp.cit.，p.18. 
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87) E. Vacherot，αLa situation philosophique en Fr叩ce>， in Revue des deux mOluJes， juin 1868， p.951. 
8) E. Caro， Philosophie et Philosophes， 1888， p.203. rエクレクテイスムは、体系としては死んだJp.206. 
籾)Ibid.， p.197， p.19. 
90) Ibid.， p.196. 



































のとは、ほとんど啓示といったもの[自分に心当たりのない意外なもの]なのではあるまいかJCaro， op.cit.， p.211. 
ラヴ、工ツソンによるヴュルピアンやベルナールについての読解の強引さに関しては、『報告jの第25ならびに26章
における議論を参照。
94) Franck， op.cit.， p.427. 
95) Caro， op.cit.， p.207. 
96) Bergson， op.cit.， p.1466. 



































98) Vacherot， op.cit.， pp.970. 































l∞) P. Janet， ( Une nouvelle phase de la philosophie spiritualiste >， in Revue de，~ deux mOlldes， 1873， p.369. 
101) A. Espinas， (< L'agregation de philosophie >， in Revue intemutimzale de l'enseigll仰 lelt，1， 1884， cite in S. Douailler et als. (ed.)， La 
philosοphie saisie par I'Etat， Aubier， 1988， p.534. 
102) iエスピナスがスピリチュアリスムに恨みを抱くには特別の理由があった。彼がアグレガシオンに受かったのは、ラヴ









































104) Ravaisson， ( Discours prononce通ladistribution des prix du lycee Saint-Louis >， le 1 aout 1863， in S. Douailler et als. (edふLa
philosophie saisie par I'Etat， Aubier， 1988， p.457. 





































107) fragment ( mecontentement )，in D. Janicaud， Une Ren白川iedu spiritllalisme.francais， Nijhof托f，1円96ω9N討巾n，l円99抑7，p.24判4-245
lω附)Article <Ar口t>，inDicげtμiυ仰fI1叩rede pe，ωdaxogi花eetdιωl'打i的n川s附E
l 仰削) 1め似bωid.，p.123. 





































12) Article αArt >. p.124.. 
ボーフレの注釈一一「初等学校から実践される模倣デッサンの効用とは、ラヴエツソンははっきりと述べるのだが、
プロレタリアートが品位と勇気を持ちつつ自分に課せられた悲惨な運命を耐えるその助けになるという点にあるのだJ
(1. Beaufret. Notes sur la philosophie en France au xrx siecle. Vrin. 1984.) 






























本稿は、平成1 ~ 13年度科学研究費補助金(基盤研究 (C) (1) :共同研究「啓蒙と反啓蒙J研究
代表者・望月太郎)による研究成果の一部である。








Dom iniq ue J anicaud， 1969/1997.が、またクーザンに関しては PatriceVermeren， Victor Cousin， Le jeu de la 







Aubenque， P. -Le probleme de l'etre chez Aristote， 1962 / PUF， 1994. 
Barthermy Saint-Hilaire， J. -Victor Cousin， sa vie et sa correspondance， Alcan， 1895. 
Beaufret， J. ・Notessur la philosophie en France au X/)( siecle， Vrin， 1984. 
Bergson， H. <ー<Lavie et l'oeuvre de Ravaissofl>， 1904， inOeuvre， PUF， 1959， pp.1450・1481.








Cournot， A. A. 
Courtine， J.ーF.
Cousin， V. 
ベKLaphilosophie de Felix Ravaisson>>， inRevue de metaphysique et de morale， 
1900， pp.699-711. 
-Histoire de la philosophie， 3 vols.， PUF， 1964. 
・<<Genealogied'un neokantisme francais : a propos d'Emile Boutroux>>， inRevue de 
metaphysique et de morale， nO 3， 1998， pp.405-442. 
-Philosophie et Philosophes， Hachette， 1888. 
-La philosophie medicale de Ravaisson， PUF， 1958. 
<<Victor Cousin et la mauvaise metaphysique de l'Allemagne degeneree>> in La 
reception de la philosophie allemande en France aux xrx" et XX siecles， Presses 
Universitaires de Lille， 1994， pp.85-1 07. 
-Considerations sur la marche des idees et des evenements dans les temps 
modemes， Hachette， 1872， inOeuvres completes， Vrin， tome IV， 1973. 
ベKLesrelations de Ravaisson et de Schelling>>， inLa reception de la philosophie 
allemande en France aux XIX et XX siecles， pp.lll・134.
-Fragments philosophiques， Sautelet， 1826.[C 1826] 
-Cours de philosophie， Introduction a l'histoire de la philosophie， Pichon et Didier， 
1828/Fayard， 1991.[C 1828] 
Cours de philosophie pr，ψsse a la Faculte des lettres pendant l'annee 1818 par M. 
V. Cousin sur le fondement des idees absolues du vrai， du beau et du bien， 
Hachette， 1836 / Slatkine Reprints， 20∞.[C 1836] 
-Nouveaux fragments philosophiques， Hauman， 1841. 
-76 
ラヴェッソンという鏡像(杉山)
-Du Vrai， du Beau et du Bien， Didier， 1853 / 13c ed.， 1867.[C 1853] 
-Fragments philosophiques pour servir a l'histoire de la philosophie， 5 vols.， 1866 / 
Slatkine Reprints， 1970.[C 1866] 
Dopp， J -F elix Ravaisson. La formation de sa pensee d'apres des documents inedits， 




Hegel， G. W. 
Janet， P.
Janicaud， D. 
ー<<L'agr・egationde philosophie>>， inRevue internationale de l'enseignement， 1， 1884， repris 
dans S. Douailler et als. (ed.)， La philosophie saisie par I'Etat， Aubier， 1988. 
-Les philosophes de la republique， Minuit， 1988. 
-"Cours de Philosophie. Par M. V. Cousin， professeur de Philosophie a la Faculte des Lettres 
de Paris" in Edinburgh Review， no.99， 1829， pp.194-221. 
-Phanomenologie des Geistes， in SW.2. 
-Geschichte der Philosophie， inSW.18. 
-Victor Cousin， Calmann-Levy， 1885. 
ベ:<Unenouvelle phase de la philosophie spiritualiste>>， inRevue des deux mondes， 1873， 
pp.363・388.
-Une genealogie du spiritualisme francais， N ijho仔， 1969/Vrin， 1997， p.244-245. 
ー<<VictorCousin et Ravaisson， Lecteurs de Hegel et Schelling>>， inLes etudes philosophiques， 
1984， pp.451-466. 





ベ:<L'evolutionde Victor Cousin>>， inRevue d'histoire de la philosophie， 1931， pp.172-203. 
-De la Metaphysique d'Aristote， inedit.[R 1834] 
-Essai sur la Metaphysique d'Aristote， tome 1， 1837 /Olms， 1996. [R 1837] 
-De l'habitude， 1838/ Fayard， 1984.[R 1838] 
-<<Le sejour de F. Ravaisson a Munich d'apres une lettre inedite>>， inRevue philosophique， 
1952， pp.454-456. 
-<<LeUres de Ravaisson， Quinet et Schelling>>， inRevue de metaphysique et de morale， n04， 
1936， pp.487・506.
ィ Philosophiecontemporaine. Fragmens de philosophie par M. Hamilton>>， inRevue des 
deux mondes， 1840， pp.396-427. [R 1840] 
・<<Discoursprononce a la distribution des prix du lycee Saint-Louis， le1 aout 1863>>， inS. 
Douailler et als. (edよLaphilos・ophiesaisie par l'Etat， Aubier， 1988. 
・Laphilosophie en France au XIXf siecle， Imprimerie imperiale， 1868 / Fayard， 1984 
[R 1868/1984] 
ベ:<Discoursprononce a la distribution solennelle des prix du Iycee Louis-le-Grand， le5 aout 
1873>>， cite par Boutroux， op. cit. 
-Article <<Art>， in Dictionnaire de pedagogie et d'instruction primaire， Hachette， 1882. 
-77 -
ー<<Metaphysiqueet Morale>>， inRevue de metaphysique et de morale， 1893， pp.625.[RI893] 
-Testament philosophique etfragments， Boivin， 1933. [R 1933] 
-L'Art et les mysteres grecs， L'Herne， 1985. 
Schelling， F.W. "ーVorredezu einer philosophischen Schrift des Herrn Victor CousinヘinSchriften von 
1813・1830，1861/ Wissenschaftliche Buchgesellschaft Darmstadt， 1989， pp.483-506. 
Simon， J. -<<Philosophes modernes. Maine de Biran>>， inRevue des deux mondes， 1841， pp.634・658.
-Victor Cousin， Hachette， 1887. 
Vacherot， E. -<<La situation philosophique en France>>， inRevue des deux mondes， 1868， p.950-977. 
-78 -
